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（論文内容の要旨） 
 
本論文は、博士提出作品について、台湾漆芸の歴史、漆樹の特性、コンセプトおよび技法等について論じ、
作品の制作背景を明らかにするものである。博士提出作品は「樹」を核心となし、漆芸技法の変塗りと乾漆
技法を結び付け、金属工芸の手法を漆樹の外形に用い、天然材料の漆を利用して、実用、鑑賞の双方を備え
た装身具と箱を創作した。自然界の物質と材料を用いて各種各様の美術工芸品を創作、運用することにより、
漆は独特な風貌と特質を兼ね備え得る。天然材質をよく用いれば、漆芸品に天然素材の美を注入し、精神的
な手工業に没頭することを貫くことができる。そのため本論では、単に作品のコンセプトだけではなく、漆
そのものについての研究や台湾漆芸の歴史などより幅広い視点から筆者の作品の位置づけを行う。 
本論文の構成は以下のとおりとなっている。第一章では、台湾の漆文化の源流について論じる。具体的に
は、オランダ統治時代、明末から清時代の福建からの大量移住者、日本の植民地時代の教育者から解放後の
台湾漆芸第一世代となったことについて、筆者が見出した新たな資料について論じ、日本ではあまり紹介さ
れることのない台湾漆芸の過去と現状について概観した。ひとつはオランダ統治時代の漆商業、漆は当時す
でに経済価値を有し、漆製品も流通していた。ふたつは明末から清時代にかけて福建からの大量の移住者が
台湾に渡り、漆器が台湾にもたらされることとなったが、少数の人々が台湾で漆器を制作し、徒弟を指導し
た。三番目は日本の植民地時代に日本人、山中公が台湾で「工藝漆器製作所」を開いたことにより、計画的
に台湾の青年を育成し、漆器生産に従事した。東京美術学校の卒業生であった山中公、太齋春夫、生駒弘、
生駒親雄などの人物が台湾に赴き、しっかりとした漆芸技術と知識を教え、台湾に無私の伝授と寄与を行い、
第一世代の漆芸の人材を育成した。これは台湾の漆芸界の三大漆芸家に結実したように台湾漆芸発展の種と
もなり、今日の台湾の漆芸界の漆芸教育および漆芸創作団体の従事者を生み出すこととなった。 
第二章では、「漆樹」の医薬、経済価値について探り、成長の様や過程、環境、文様、漆樹の樹脂の特性な
    
 
どの内容を探る。長期にわたる漆に対するアプローチや観察、学習、実作などを経ることにより、台湾の現
在の漆樹の種類、成長状況、および日本、韓国、中国、ベトナム、台湾の樹液の採集、精製の過程について
理解を深め、探索を行った成果を論じる。 
第三章では、漆と各種素材を融合させた創作の装飾美および無限の可能性について述べる。象嵌と貼付は
いずれも漆のもつ保護、装飾、粘着性を存分に利用した漆工技法であることを論じた。変塗り技法は大学で
の研究および教育システムが既に確立している。筆者は日本、中国、台湾の既存の変塗り手板見本、材料、
特色、製作方法、そして筆者個人の実験手板見本について、研究と記録を行った。 
第四章では修士及び博士課程における創作について言及する。筆者は修士課程在学中に「金属線編み物」
の材料、および「卵殻貼付」技法の研究に従事した。博士課程では「乾漆」の造形、及び「変塗り」技法の
研究を行っているが、それらについて論じる。 
筆者は作品創作時、作品が「線の編み物」、「卵殻貼付」、「樹木乾漆造形」、「変塗り」のうちどの領域に属
していようとも、「バイオニクス」の理論および模様を基礎とし、創作に取り組んできた。そして、漆は漆樹
から生まれたという関係性を造形で表現し、変塗り技法で装飾を施したことを述べた。 
最後に、東京藝術大学美術学部工芸科漆芸専攻は、漆芸ひとすじに営々と教育を行ってきた場であり、研
究と交流の主導的な地位を占める。筆者は日本における留学の期間、２０１２年１０月の東京藝術大学創立
１２５周年記念展「漆芸の軌跡と未来」を見て以来、２０１３年「台湾・日本漆芸交流展―過去、現在、そ
して未来」展の展覧会とシンポジウムにも参加する中で、台湾と日本の漆芸の交流と歴史を認識するように
なった。筆者は東京藝術大学に進学した初志を貫き、帰国後はここで学び聞いたことをもとに教育、国際交
流、創作に勤しみ、次世代へと伝えることで今後の重要な使命を果たしたいと思う。 
 
（論文審査結果の要旨） 
 
李本育氏は台湾からの留学生であり、本学に来る以前から台湾はもちろん、岩手などでも漆芸創作につい
て研鑽を積んできた学生である。名前に「育」の文字があるように、将来的に台湾において漆芸の後継者を
育むことを強く望み、その制作もまた漆を木に育まれた恵みととらえ、深い感謝の念を奉げることをコンセ
プトとしている。 
本論文は台湾の漆芸教育の歴史、博士課程に至る学習過程、さらに博士提出作品のコンセプトが論じられ
ており、今後、氏が後継者を育み、作家として歩んでいくうえでの基礎的な研究がなされている。 
第１章では、台湾の漆芸の歴史と漆芸が述べられている。とりわけ近代植民地期から現代にいたる台湾漆
芸の教育を中心に述べられた部分については、実体験を含めて丹念に調査がなされており、学術的な研究成
果としても評価することができる。 
第２章は、台湾をはじめとする中国、韓国、ベトナムといったアジアの漆の特性が述べられており、これ
までの学習過程が看取されるのみならず、氏が今後の教育の教材としても利用することができると期待され
る。 
第３章は、氏がこれまで様々に試みてきた漆芸技法を概観するものとなっている。卵殻や変塗りなど自身
の過去の作品や提出作品とともに説明されており、今後、氏の作品の技法的な理解をするうえでの一助とな
ろう。 
第４章は、博士提出作品について、制作コンセプトが中心に論じられている。まず幼少時の体験をはじめ、
日本や本学での体験が制作につながっていく歩みが丹念に述べられており、制作背景をしっかりと把握させ
るものとなっている。コンセプトの部分では、古代から木が人々に恵みをもたらす存在であったこと、木の
生命の源ともいえる漆を再び作品に還元することにより、いわば木の輪廻をはかり、木への感謝の思いを表
したものであることが明らかとされる。今少し明快な言語化が必要ではあるものの、氏が将来的に木と人を
育み、実りを得るであろうことを予見させるものとなっている。制作プロセスについても今少し丹念な説明
が要されるものの、全体としては博士提出作品を補う内容となっている。 
以上のことから、李本育氏の本論文の内容については、博士学位にふさわしいものと評価したい。 
 
    
 
（作品審査結果の要旨） 
 
本申請者の李本育氏は、中国戦国時代の漆芸発掘品、台湾漆芸の頼高山氏との出会い等から漆芸の世界に
魅了され、台湾では漆芸技術課程のある台南藝術大学研究所(大学院)で金属と漆芸の制作研究、表現研究を
して更に金属、漆芸、卵殻技法の作品制作の欲求が深まり、「漆樹」をテーマに卵殻技法、変塗りを中心に制
作表現の研究をし、金属線を編み上げたアクセサリーと漆芸卵殻技法の融合を研究してきた。 
「白色シリーズ」、「歳月シリーズ」、「漆樹シリーズ」では卵殻技法表現の軽快かつ実用的なアクセサリー
を制作し、とても完成度の高い緻密な作品に仕上がっている。 
提出作品では申請者の漆への思い、樹木への思いを込めた｢木の生命｣への解釈を乾漆造形技法、変塗り、
透し彫りでアクセサリーケース、ペンダント、指輪ケース等を制作している。 
〈木と漆の対話〉は漆を与えてくれる木への感謝、生命の繋がりを表現している。 
〈木と漆の邂逅Ⅰ〉のつまみ部分は中国古代の青銅製の樹木等にインスピレーションを得た物で結実し、
秋の日の光の重なりを変塗りで表現している。 
〈木と漆の邂逅Ⅱ〉はたまたま拾った枝からインスピレーションを得た物でつまみは、ドングリの枝をそ
のまま使用している。ドングリの笠には実はない。土中に埋まって雨水を得て新たな生命が宿っていく。雨
の表現は青漆、黒漆の変わり塗り表現である。 
〈木と漆を見つめて〉はサボテンの天然乾燥素材を使った新しい試みである。 
〈葉の生命楽章〉は秋の葉は、生命の死を意味するが乾漆技法でアクセサリーケースを作り、立たせるこ
とで生命の再生を表現している。〈葉の生命組曲〉夏の葉の生命力を表現したペンダントである。 
〈樹木の線形遊戯Ⅰ〉〈樹木の線形遊戯Ⅱ〉は新しい試みで素地として、天然素材の乾燥したサボテンをほ
ぼそのままの状態を使っている。 
氏は漆の木をとおして枝、葉、季節感からインスピレーションを得て生命、死、そして恵みである漆への
感謝、木への感謝の思いをアクセサリーケース、ペンダント等に込めて表現した。全体の作品として氏の木
への思いは論文からは伝わってくるが、作品表現として少々弱さを感じる。博士課程在学中からの作品を併
せ見ていくことで、氏の世界観が見えてくる。 
よって李本育氏の作品は、博士学位に相当するものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
台湾は今工芸王国である。陶芸、金工、染織、木工などの領域に伍して、漆芸が最も発展し、漆芸作家が
世界に羽ばたいている事の理由を、東京美術学校の出身者がいなければ、あり得なかった事をはっきりと結
論づけた論文は、今後の本学の芸術教育の道筋を示唆する物である。 
台湾に古くから住んでいた人たち（原住民）は漆文化を持っていなかった中で、現在の発展が有る事は重
要な事実である。 
東京藝術大学は芸術家、研究者の育成と共に、指導者の育成機関でもある。その意味で漆芸研究室の出身
者５人が台湾の漆芸教育，漆芸産業の指導の場面で大きな役割を果たした事実を明らかにしながら、書き進
めて来た本論文の実証研究は、高く評価できる。 
世界の漆芸史の中で余り論じて来られなかった台湾の漆芸史をすべての時代に渡り網羅した論文と現在の
台湾の漆芸に関わる教育環境を詳述している所は、今後の日本と台湾の漆の交流について考える時に、有用
な資料となりうる物である。 
 
作品については、本学における研究生１年、博士課程４年の間に「木」をテーマにした作品を創り続けて
きた。技法の幅を広げる為に、多くの量の試験手板による漆の表情研究は、変わり塗、卵殻、螺鈿、蒔絵等
幅広く、緻密な構成により完成されている。 
提出作品は、樹木が各地の人々に与える生命力を、漆で作る身の回りを飾る作品を身につける時と保管す
る時、そして展示をする時でもそれぞれが意味有るように、一体感を持つ関係として提示している。 
    
 
装身具を身にまとっている時もその保管箱は独自の芸術作品として存在をする。装身具を使わない時は、
保管箱を展示台とし、また中に入れて保管することができる構成である。 
テーマとした樹木はもとより枝や幹、そして葉が成長して行く時の作る形は太陽に向かいながら自然が織
りなす力強い美であり、根が作り出す造形は土と水を求めて張り巡らす美である。その生命力をモチーフと
し、身にまとう大きさに縮小しながらも印象的で説得力在る造形になるように、細かな所に気を使いながら
造形している。 
漆は使う人によって、美がより増して行く。今回は変わり塗り技法で表現された作品は、下に塗られた表
情が表に出る事で、今後磨かれながら変化をしていく様を提案している事は、工芸が人と寄り添う芸術であ
る事の具現化として評価できる点である。 
今回提出された作品、そして論文は若干未整理な所が散見されるが、新たな可能性を感じさせる事をふま
え、学位の取得を審査員一同の総意として認める事とする。 
今後も、金属と漆の素材を中心に、造形作品を創り上げ、台湾だけでなく、世界で活躍できる芸術家、指
導者になって行く人材となる事を期待している。 
